
1 
 

高知県に於ける音楽事業の分析 

-ライブハウスを対象として- 

1190476  崎田 紗令  

高知工科大学経済・マネジメント学群 

 

 

１． 概要 

ライブ・エンタテイメント市場（音楽コンサートとステー

ジでのパフォーマンスイベントのチケット推計販売額合計と

定義とする）は現在成長し続けている（図1－1）（ぴあ,2018）．

しかし，一方ライブハウスは閉店傾向にある．例えば，２０

１７年に全国で閉店したライブハウスの数は１１軒に対し開

店数３軒、２０１６年は閉店数１４軒・開店数６軒と減少し

ていることが分かる（開店閉店，2018）．そんな中，高知県で

は人口が自然減少しているにも関わらず，２０１８年三月上

旬に新たなライブハウスが一軒誕生した．このことから，ラ

イブハウスの経営に於いて地域特殊性があるように見受けら

れる．そこで本研究では，高知県のライブハウスに於いて，

どのような地域特殊性があるのか明らかにすることを目的と

する．本研究の結果，高知県はアマチュアに根差すことによ

って，さらにその中でもジャンルを絶妙に棲み分けている．

この様に，高知県のライブハウスに於ける地域特殊性を明ら

かにすることができた． 

 

図 1‐1ライブ・エンタテインメント市場規模の時系列推移 

 

２． 背景 

日本の音楽産業は順調に拡大している．コンサート・ライ

ブ売上高，音楽配信売上高，音楽ソフト生産高の合計は，２

０１５年に６，２０２億円（前年比 8.3％増）となり，２０

０５年以降最高の金額となった（図 2－1）（音楽産業，2016)．

内訳をみると，２００６年以降大きく成長しているコンサー

ト・ライブ売上高が伸び続けており，音楽ソフト生産高を上

回る水準になっている（図 2－2）(音楽産業，2016)．ライブ

市場は拡大が続いている模様である．しかし，全国的に会場

となるライブハウスは閉店傾向にある．そんな中，概要で述 

 

図 2－1 日本の音楽産業 

（音楽ソフト生産高、音楽配信売上高、コンサート・ライブ

売上高の合計、暦年、単位：百万円） 

 

図 2－2 日本の音楽産業 

（単位：百万円、暦年、出所：音楽ソフト生産高、音楽配信売上高は

日本レコード協会、コンサート・ライブ売上高はコンサートプロモー

ターズ協会） 



2 
 

べたように人口が自然減少しているにも関わらず，高知県で

はライブハウス「高知Ⅹ－ｐｔ」が展開する新ハコ，LIVE 

HOUSE ri：ver が誕生した． 

 

３．目的 

 そこで本研究では，高知県と香川県のライブハウスを対象

として比較し，高知県のライブハウスに於いて，どのような

地域特殊性があるのか明らかにすることを目的とする． 

 

４． 研究方法 

本研究では、ロックやジャズなどのライブやその他イベン

トを行う、比較的小型で立ち見中心のコンサートホールをラ

イブハウスの定義とする．  

本研究を行うに当たって，香川県のライブハウスと比較検

討を行う．比較対象を香川県とした理由は、同じ四国内であ

り，最も四国の音楽シーンを盛り上げているためである．中

でも，毎年香川で開催される MONSTER baSH は中四国最大級

の野外ロックフェスティバルであり、今年 19 回目の夏を迎え

る．ここ数年チケットは早々に完売、来場者数は延べ６５万

人を超えた．また２０１６年３月１０日四国最大級のライブ

ハウスが香川県に誕生した． 

以上より，音楽シーンが活発な香川県を比較対象とすること

で高知県の地域特殊性が顕著に表れると考えた．香川県と比

較検討を行うに当たって、本研究では図 4－1の分析フレーム

ワークに従う． 

 

 

 

図 4－１ 分析フレームワーク 

表 4―１ １年以内にお金を支払った音楽商品・サービス（全年代） 

 

 

具体的に以下に示す． 

① 人口・年齢構成が動員数に大きく影響すると考えられる．

ライブという項目にお金を支払っている割合が高い１０

代２０代に注目し両県の比較を行う（表 4－1）（MMD 研究

所，2017）． 

② 地域要因（CD/レコード店舗数・音楽イベント数・入込数）

の違いから地域性・県民性を理解する． 

③ 立地条件・ホールレンタルの価格設定・音楽のジャンル

を比較し，高知県県ならではのライブハウスの特徴を掴

む． 

 

５．比較検討分析 

 比較対象とするライブハウスの詳細は，高知県（①高知キ

ャラバンサライ②ri：ver③Ⅹ‐pt④BeeStation⑤BAY5 

SQUARE⑥シャララ⑦劇場歌小屋２階⑧PARADAIGM⑨

B.B.CAFE&HALL⑩高知 CHAOTIC NOISE）計１０軒，香川県（①

festhalle②高松 DIME③高松 MONSTER④高松オリーブホール

⑤高松 TOONICE⑥GET HALL⑦Music＆Live RUFFHOUSE⑧ビー

トルズ⑨サウンドスライジン）計９軒である． 

 

５．１ 人口・年齢構成 

高知県は人口７０５，４３０人に対してライブハウス数は

計１０軒，一方で香川県は人口９６１，９７７人に対してラ

イブハウス数は計９軒と，香川県は高知県の人口を上回って

いるがライブハウスの数は１軒少ない（高知県，2014）（香川

県，2015）． 

図４－１のフレームワークに従い，続いて年齢（５歳階級）

人口を比較する（表５－１）（℮-Stat，2017）．県全体の人口

同様，ライブ市場のターゲットである若い世代（１０代～２
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０代）も香川県が５３，０００人上回っている．また、３０

代～５０代も同一である．これらを総合して，ライブハウス

一軒当たりの人口を求めると高知県の方が３６，３４３人少

ない． 

 

 

 

５． ２ CD ショップ（TSUTAYA）&レコードショップ店舗数の

比較 

以下に示すものは全て中古店を除く． 

CD ショップは香川県に比べ，高知県が４店舗多い． 

高知県は TSUTAYA が計１６店（蔦屋書店フジグラン四万十, 

蔦屋書店フジグラン葛島,蔦屋書店フジグラン高知,TSUTAYA

御座店,高知蔦屋書店,フジグラン野市,潮江店,野市店,四万

十店,須崎店,いの店,高岡店,南国店,土佐道路店,安芸店,中

万々店）＋HMV イオンモール高知の計１７店である． 

一方，香川県は TSUTAYA が計１１店（TSUTAYA 宇多津店,西

宝店,観音寺店,屋島店,丸亀群家店,屋島店,西宝店,フジグラ

ン十川店,サンシャイン通り店,ビデオ１００ さぬき三木店,

坂出店,丸亀南店,丸亀土器店）＋デュークショップ高松店＋

タワーレコード高松店の計１３店である． 

レコードショップは両県ともに各４店舗と大差はない． 

詳細は以下の通りである． 

高知県は （シルキーレコーズ,ポップインミュージック,マッ

シュルームレコード高知店,MasacasaMusic）計４店． 

香川県 も（ルーツレコード,マュルームレコード,TOONICE，

ヴォイスレコード）計４店． 

CD ショップ数には大きな差があり，地域要因として高知県は

香川県に比べ，音楽が生活に根差していると推察される． 

 

５．３ 音楽イベント 

高知県では６つの音楽イベントが開催されている．野外音

楽フェスティバル「MusicWonderland」「高知街ラ・ラ・ラ音

楽祭」「川じゃんロックフェス」（高知新聞，2006）（高知街ラ・

ラ・ラ音楽祭，2018）（毎日新聞，2018）．「カジロックフェ

スティバル」は音楽＋フィールド体験が出来る（地元びいき，

2014）.「∞ souls ∞」は中高生限定のサーキットイベン

ト,「 LOU DOG PARTY」2017 年 10 月 15 日初開催されたサ

ーキットイベントがある（ありんど高知，2019）（DxAxM，2017）． 

一方，香川県では３つの音楽イベントが開催されている．野

外音楽フェスティバル「shimafes」（島フェス，2011）．「サ

ヌキロック」は延べ 500 組以上のアーティストが出演する７

会場を使ったサーキット形式のイベント, 「モンスターバッ

シュ」2000 年 8 月 20 日初開崔の大イベントがある（サヌキ

ロックコロシアム，2018）（モンバス，2019）．サヌキロック

とモンスターバッシュに関しては，DUKE が大元の主催者であ

る．DUKE とは，年間２５０本・３０万人（２０００年度コン

サート実績）の動員をサポートする，四国エリア最大の総合

エンターテイメント企業だ（voistage）．そのため，この２大

イベントはその他のイベントとは異なり，メジャーアーティ

ストが多数出演．また，地元人だけでなく，関西圏から多く

の人が来場するため来場者数がひときわ多い． 

音楽イベントに関しても，前節と同様に高知県は香川県に比

べ，音楽が生活に根差していると推察される． 

 

５．４ ホールレンタル&スタジオの価格設定 

両県の全ライブハウスのホールレンタル料金を平日料金，

30 分毎と条件を統一し,平均値を求めたところ差額－￥１，

１７４高知県が安価だった．計算結果は以下に示す． 

高知県 10 軒平均 ￥６，５９２  

香川県 09 軒平均 ￥７，７６６ 

高知県 香川県 

人口 705,430 人 人口 961,977 人 

表 5－1 都道府県別 年齢（５歳階級）人口 
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続いて，高知県 X-pt と香川県オリーブホールを比較．この２

軒を抽出した理由は，料金表一覧の中にアマチュアもしくは

地元バンド応援プランを設けているからである．条件はキャ

パ３５０人のライブハウスであること・平日料金・30 分毎と

する．計算結果は以下に示す． 

高知県 利用時間１３：００から２２：００ 

     平日料金￥１３０，０００ 

     ３０分毎 ￥７，２２２ 

香川県 利用時間１０：００から２１：３０ 

     平日料金￥２００，０００ 

     ３０分毎 ￥８，６９５ 

結果，キャパ数統一という条件を加えても高知県が約１，５

００円安い．次に，スタジオを併設しているライブハウスの

スタジオ価格の比較を行った．条件を 1時間毎、平日料金．

スタジオ貸し出しをしているライブハウスとした．高知県に

は計４軒（キャラバンサライ・river・BAY5・BeeStation），

一方で香川県には計２軒（ライジン・TOONICE）．結果は高知

県が－￥６７５安価である．計算結果は以下に示す． 

高知県 平均￥１，２００ 

香川県 平均￥１，８７５ 

価格設定の比較結果から，ホールレンタルとスタジオ貸し出

し共に高知県の方が安価である事が判明した．プロのように

音楽そのものだけで得られる収益がないアマチュアにとって

利用しやすい価格設定を高知県はしている． 

 

５．５ 立地条件 

両県，市内の商店街付近に集中的に立地している．香川県

は全ライブハウス（９軒）が高松市にあり，高知県も同様全

ライブハウスが市内にある．必ず電車またはバス等，車がな

くても来場することが出来る場所に立地している．立地条件

に大きな差異はない（図５－１）（図５－２）（イープラス）． 

 

図 5－1 会場マップ（高知県） 

 

図 5－2 会場マップ（香川県） 

 

５．６ キャパ数 

全ライブハウスのキャパ数を合計結果は高知県が計１，８

７０人，一方で香川県は計２，８９０人となった（図５－３）． 

高知県は比較的小型である． 

図 5－3 キャパシティ 

 

５．７ ジャンル・過去出演アーティスト 

 ２０１９年１月から３月までの過去出演アーティストを集

計し，ジャンル分けして示したところ，高知県は，Jポップ

＆Jロック，フォークそしてジャズの３つのジャンルから構

成されている（図５－４）．詳細としては，Jポップ＆Jロッ

クに重きを於いているのは，計４軒（高知キャラバンサラ

イ,river,Ｘ‐ｐｔ,Bee Station,BAY5 SQUAR）．フォークを

中心としているのは，計４軒（PARADAIGM, B.B.CAFE&HALL,

劇場歌小２階, CHAOTIC）．唯一ジャズを楽しむことができる

１軒のライブハウスはシャルルである．一方で香川県は，J

ポップ＆Jロックに特化している（図５－５）．９軒中７軒の

ライブハウスが Jポップ＆Jロック中心のライブスケジュー

ルである．（Festhalle,DIME,高松 MONSTER, ,GET HALL,高松

オリーブホール,TOONICE,ライジン）．残り２軒（RUFFHOUSE,

ビートルズ）はフォークに重きを於いている． 

香川県 

高知県 
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図 5－4 ジャンル比率（高知県） 

 

図 5－5 ジャンル比率（香川県） 

続いて，両県の全ライブハウスの２０１９年１月に出演した

アーティストを，メジャーデビューしているものをプロとし，

その他インディーズはアマチュアとして分類し集計した（図

５－６）（図５－７）．  

 

図 5－6 プロ度アマチュア度の比率（高知県） 

 

図 5－7 プロ度アマチュア度の比率（香川県） 

以上の結果から，プロの出演率が香川県は高知県の二倍であ

り，香川県の方がメジャーアーティストをブッキングするこ

とに高知県より長けている．香川県に対して高知県はアマチ

ュアをベースとしている． 

 

 

図 6－1 マーケティング分析 

６ 考察 

比較検討分析から，両県ともに音楽の地域特殊性があり，

それらは日常生活の中の音楽の位置付けからきていると考え

られる． 

高知県は，生活の中に音楽が根ざしているためアマチュアの

文化が旺盛であり，小型＋安価とアマチュアに見合ったライ

ブハウスの経営を行っている．また，アマチュアをベースと

しているが故に，細分化されたジャンルごとに絶妙に棲み分

けることによって，人口が少なくても観客を争奪しあうこと

を避け，各ライブハウスの経営が成り立っている． 

その真逆が香川県である．香川県は生活の延長線上ではなく，

別の次元に音楽がある．つまりプロ趣向であるため，ライブ

ハウスの特徴は大型＋高価格で競争し合っている（図６－１）． 

香川県はジャンルや価格設定等のセグメントがかぶっても，

人口が多いため経営は成り立つと考えられる． 

 

７．結論  

本研究を通して次のような成果が言える． 

日常生活に於ける音楽の趣向が違うことを明らかにした．さ

らにライブハウスの経営に於ける両県の地域特殊性を明らか

高知県 

香川県 
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にした．特にマーケティングが弱い高知県にも関わらず，音

楽のジャンルに基づき絶妙に棲み分けていることを明らかに

した．  

一方，今後の課題は高知県と香川県に地域特殊性があること

から他県でも地域特殊性があるか，その一般性を検証する必

要がある． 
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